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VRは、専用のゴー

グルで360度の映像

を映すことで、実際に

その空間にいるような

感覚を得られる技術。

現実的には危険な災害

や火災などを擬似的に

体験できるため、防災

分野での活用も期待さ

れておわ、訓練に導入

する自治体も増えてき

ているという。

訓練は鵜殿地区周辺

で行い、地区外に住む

20代～70代の25人が参

加した。大地震が

発生し、川メ1ト

ルの津波が用分で

到達すると想定。

町役場防災拠点を

ゴールに設定し、

約300メートル

離れた地点をスタ

l卜とした。

初日に、VRI

回、VR3回、V

Rトレッドミル

(屋内型のランニング

マシン) 1回、現地で

の避難誘導訓練1回な

どのグルトブに分けて

そ札ぞれ実施。 VR体

験では参加者がゴーグ

ルを付け、実際に頭や

体を動かして最適な避

難経路を示す矢印に沿

って仮想空間を移動し

ていった。翌日に、実

際の道路を使ってゴー

ルを目指した。

VRをl回だけ体験

したグループは、現実

世界の避難では防災拠

点以外を選ぶ人も多

く、「映像にリアリテ

ィがなく現実どリンク

せず、経路を覚えてい

なかった」「スタート

の地点でどちらに行く

か迷った」「呑務的に

川や海から離れたかっ

た」「何となぐ覚えて

いたが、経験を優先し

て山方面に向かった」
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課題が見えで武た‾。一‾」‾‾

れまでよりスピードア

ップして開発を進めら

れると思う。できるだ

け早く実用把を目指し

たい」と話した。

今後は、映像の精墜

を高めるとともに、津

波の襲来やブロック塀

の倒壊なども盛り込

み、さらに実践的なシ

ミュンーションができ

るよう改善していくと

いう。また、 ARの避

難支援アブリも並行し

て開発を進め、ヂジタ

ルを活用した防災力向

上につなげたいとい

うo

『
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紀宝町中央大と共同開発

「防災拠点が景色と同

化して分かりにくかっ

た」などの意見があ『

た。
VRを3回体験した

グループは、前日の経

路通りに避難する人も

おり、「土地勘はなか

ったが、映像で見た涜

色を覚えていた」・と簾

想を話した。有川教履

ば「回数を重ねると難

果が為りそうなことが

分かった」とコメント倉

研究は、同大学理工

学部都市環境学科海岸

・港湾研究室の有川太

郎教授が行っているも

ので、4～5年前から

紀宝町と共同開発に取

り組んでいる帽このた

登、試作モデルが完成

したため、データ収集

などを目的に住民の協

力を得て試験籐練を行

った。

VRやARなどデジタル技術

VRで避難のシミュレーションをする参加者
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新年の干支大絵馬掛ける熊野那智大社

た。

那智勝浦町の熊野那

智大社は拓日、宝物殿

前に掲げる大絵馬を今

年の「辰」かち来牢の
女

ら20日間程度かけて制

作した。白蛇が見上げ

る方向に那智の滝と初

臼を描き、「開運」の

文字を記した。

掛け替え作業は同大

社の職員が行い、先に

今年の大絵鳥を外した

男成宮司は「蛇は皆

さんに好まれる動物で

はないが、凄活や再生、

不老長寿の象徴・今年

元日に発生しだ能登半

島地震からの再生、復

活、復興してもらいた

「巳」に掛け替えた。

男成洋三宮司が手掛け

た新年の大絵馬「乙巳

(きのとみ)」は、那智

の滝前にある御幣に、

神の使い

とされる

VRとARを体験し

空き家活用事業者の声

和歌山県か「体験ツアー」

和歌山県は来年1月

から2月にかけて、全

3回で、「和歌山1阻

空き家活用体験ツア

1」を開催する。空き

一家を活用した暮らしや

まちづくりに関心のあ

る人を対象に、県内で

空き家を活用した事業

を行っているゲストを

迎え、空き家活用の可

能性について語っても

らうo
第L回「空色家と農

田辺市湊の田辺en+
瞳
に
よ
る
掛
け
替
え
作
業

た竹鼻勉さん (井田)

は「VRはl回だけな

ので分かりにぐい部分

もあった。ARのアブ

リはvスマートフォン

を空間に向廿ると安全

な避難経路を示してく

れたので、とても分か

りやすかった。まった

く知らない土地でも活

用でき各と思う」と話

していた。

と田辺市下屋敷町のト

ウザン芒で、山田かな

子さんらをゲストに迎

え実施。

第2回「空き家と手

仕事」はl月比日(土)、

美浜町三尾の道草屋～

ごはんどお塩と雑貨～

で、片桐秀典さん・華

奈底んらをゲストに実

施。
第3回|空き家と大

海南市冷水のチャイと

コーヒーとクラアトビ

ールで、伊藤智寿さん
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らをゲスト

に実施す

る。
いずれも

時間は午後1時から8

時までで、各回とも日

中は体験ワークショッ

プ、夜はトークショl

の構成。各回定員川人

まで。夜のトー汐ショ

ーのみの参加も可能。

参加費無料(懇親会は

有料)。

詳細・申し込みはQ

Rコlド参照。
圀図
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